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第二号議案 令和５年度収支決算 
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報告事項 ①ＧＫＰの持続的な活動に向けた 

ご支援(団体会費の増口)のお願い 

②マンホールカードの自立に向けて 

動いています 

 

下水道広報プラットホーム 

令和 6年 7月 

 



 

 

第一号議案 令和５年度事業報告 

 

 GKP活動を「基幹事業」と「広報活動（プロジェクト）」に分類し、「基幹活動」の活動費は

全額を GKP 予算（会費収入）で賄い、「広報活動（プロジェクト）」の活動費は GKP として活

動する価値を認めた部分に一定額を補助し、必要に応じてプロジェクトごとに協賛金を募る

こととして活動を行いました。 

 そのうえでプロジェクトに配分する事業活動費の大幅な削減を図りましたが、会員数の漸

減が続いている一方、令和４年度に情報発信基盤の安定化のためにサーバーを増強したこと

に伴い固定費は増加傾向となり、厳しい財政状況の改善には至りませんでした。 

 そうした中にあっても各プロジェクトが効率的かつ効果的な活動展開に努めたほか、地方

GKP活動（北海道、関西、九州）の活性化等により、プロジェクトの全国展開を進めることが

できました。 

 

※基幹事業と広報活動（プロジェクト）について 

基幹事業：情報のデータベース化を担うＧＫＰ広報大賞、会員の情報共有や広報技術の

研鑽等を目的とするコミュニケーション研究会 

広報活動（プロジェクト）：上記以外の活動 

 

1-1 会員数 

 

令和 6年 6月 1日 個人会員：504人、団体会員：138団体 
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1-2 事業報告 

４つの柱を設け、17件の活動に取り組みました。 

※うち２件が基幹事業、残り１６件が広報活動（プロジェクト） 

※7・水の天使活動支援、16・Fikaは令和５年度の活動実績なし 

 

１、対象・層の拡大 1・下水道を未来につなげる会（未来会） 

2・インフラテクコン 

3・チーム市民科学 

4・ＢＩＳＴＲＯ下水道 

5・キッチン・バス連携 

6・ＧＫＰ広報大賞※ 

7・水の天使活動支援 

２、目玉プロジェクトの育成・自立 8・マンホールカード 

9・下水道展(スイスイ下水道研究所) 

10・エコプロ 

11・マンホールサミット 

12・東京湾大感謝祭 

13・早慶レガッタ 

３、会員向けの活動 14・下水道コミュニケーション研究会※ 

15・わいがやトーク 

16・Ｆｉｋａ(フィカ) 

４、活動の地方展開 17・ＧＫＰ北海道 

18・ＧＫＰ関西 

19・ＧＫＰチーム九州 

※基幹事業 

 

1-2-1 「対象・層の拡大」事業報告 

1-2-1-1 下水道を未来につなげる会（未来会） 
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1-2-1-2 インフラテクコン 

 

1-2-1-3 GKPチーム市民科学 
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1-2-1-4 BISTRO下水道 

 

1-2-1-5 キッチン・バス連携 
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1-2-1-6 GKP広報大賞 ※基幹事業 

 

 

1-2-2 「目玉プロジェクトの育成・自立」事業報告 

1-2-2-1 マンホールカード 
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1-2-2-2 下水道展（スイスイ下水道研究所） 

 

1-2-2-3 エコプロ 
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1-2-2-4 マンホールサミット 

 

1-2-2-5 東京湾大感謝祭 
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1-2-2-6 早慶レガッタ 

 

 

1-2-3 「会員向けの活動」事業報告 

1-2-3-1 コミュニケーション研究会 ※基幹事業 
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1-2-3-2 わいがやトーク 

 

1-2-4 「活動の地方展開」事業報告 

1-2-4-1 GKP北海道 
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1-2-4-2 GKP関西 

 

1-2-4-3 GKPチーム九州 
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第二号議案 令和５年度収支決算 

 

プロジェクトに配分する事業活動費の大幅な削減を図りましたが、会員数の漸減が続いて

いる一方、令和４年度に情報発信基盤の安定化のためにサーバーを増強したことに伴い固定

費は増加傾向となり、厳しい財政状況の改善には至りませんでした。 

 

 収支決算は次頁の通りです。 
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第三号議案 令和６年度事業計画 

 

3-1 令和６年度の基本方針 

 

令和６年度も引き続き厳しい財政状況が続くことが見込まれます。その中にあって GKP が

目的を達成すべく活動を続けていくため、①組織管理のシステム化、②活動費のさらなる精

査、③活動の評価に取り組んでまいります。 

 

3-1-1 組織管理のシステム化 

これまで日本下水道協会の全面的な支援・協力のもとで機能していた組織管理について、

業務を効率化するシステム（※）を導入し、当該予算を固定費として整えました。これによ

り、事務局業務を軽減化し、継続的な組織管理が行えるようになります。 

※会員管理、決済、イベント運営管理をクラウド上で行える定額制サービスを活用します。 

 

3-1-2 活動費のさらなる精査 

 全活動について GKP の趣旨に即しているか、予算に見合った効果を上げているかの観点か

らさらに精査し、予算配分の選択と集中を行いました。 

 

3-1-3 活動の評価 

 広報活動（プロジェクト）が GKP の趣旨に即しているか、予算に見合った効果を上げてい

るかなど、会員の皆さまの目を通して評価いただくシステムの構築に取り組みます。 

 

3-2 事業計画 

 

3-2-1 「対象・層の拡大」事業計画 

3-2-1-1 下水道を未来につなげる会（未来会） 

以下の学校・イベントでお仕事紹介・ワークショップを予定 

木更津高専、日大生産工学部、日大理工学部、立命館大学理工学部、京都大学工学部、龍谷

大学理工学部、大阪工業大学工学部、関西未来会イベント、九州未来会イベント 

地方版未来会 → 参加者数：150 名以上、イベント回数：５回以上 

進路としての下水道界のイメージＵＰ（アンケート「下水道界の印象が代わった」90％以上な

ど）を目標とする。 

 

3-2-1-2 インフラテクコン 

人員不足のため令和 6年度は活動を一時休止する。 

 

3-2-1-3 GKPチーム市民科学 

発表会、勉強会（いずれも時期未定）を実施。 

また、メンバーが個人的に行う活動を通じて、市民科学の普及啓発と導入促進等に務める。 

 

3-2-1-4 BISTRO下水道 

じゅんかん育ちのブランディングのため、BISTRO下水道に係る情報収集・取材、コンテン

ツ作成、情報発信に努める。 
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3-2-1-5 キッチン・バス連携 

令和 5年度をもって終了 

 

3-2-1-6 GKP広報大賞 

GKP広報大賞の運営体制を整備し、持続可能なものとしていく。 

第 12回 GKP広報大賞は 11月頃をめどに募集。 

過去の事例集を閲覧しやすく整理するほか、受賞団体のアンケート結果を参考にし、より

応募しやすい広報大賞へと改善を図る。 

 

3-2-2 「目玉プロジェクトの育成・自立」事業計画 

3-2-2-1 マンホールカード 

新組織を設立し、マンホールカード（MC）の発行及び権利関係の保全など運営、管理を実

質的に取りまとめる役目を担っていただく。MCの継続的な発行とマンホールふたを活用し

た新たな展開（下記）を図る。 

・ＭＣとゲームメディアとのコラボ 

・企業とのコラボレーションによるＭＣ展示の拡大 

・ＭＣを活用した下水道広報のあり方などを自治体に発信 

・海外に発信するメディアとの連携 

・関連グッズ開発などでの企業との連携 

 

3-2-2-2 下水道展（スイスイ下水道研究所） 

令和 6年度はパブリックゾーン廃止 

 

3-2-2-3 エコプロ 

エコプロ 2023（12 月 4 日～6 日、東京ビッグサイト）に出展。小学 4 年・5 年生を中心に

ブース来場 4千人を目標とする。 

 

3-2-2-4 マンホールサミット 

第 12 回マンホールサミット in 富山を 10 月 19 日に開催予定。規模自体は駅構内〜駅前大

通りを中心としたダイナミックな会場設定ではあるものの、テーマやイベントも絞り込ん

だ近年では比較的規模の縮小したマンホールサミットになると想定。定量目標は現在設定

中。 

 

3-2-2-5 東京湾大感謝祭 

東京湾大感謝祭に「東京 WONDER下水道」を出展。私たちの暮らしと東京湾再生の要となる

下水道の役割や重要性について訴求する。来場者数 1,200人を目標とする。 

 

3-2-2-6 早慶レガッタ 

第 93回 早慶対校競艇大会（2024年 4月 21日）に協賛。  

延べ視聴回数 25,000回視聴（配信後 1週間） 

GKP 協賛コメント・CM などを通し、隅田川の水質改善（水質保全）に寄与する下水道の働

きを訴求した。 
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3-2-3 「会員向けの活動」事業計画 

3-2-3-1 コミュニケーション研究会 

情報や課題共有を通した団体会員の連携強化に注力する。 

・コアメンバー会議（5月、12月） 

・下水道展にて団体会員企業を訪問（8月） 

・広報フォーラム開催（2月～3月） 

 

3-2-3-2 わいがやトーク 

会員が関心を持つテーマを設定。 

講師を招くなどして会員同士が自由に議論し、交流できる場を創出。 

年３回程度開催をめざす。 

 

3-2-4 「活動の地方展開」事業計画 

3-2-4-1 GKP北海道 

9/10の「下水道の日」にちなみ、普段意識されることの少ない下水道の役割や重要性を知

っていただくため、札幌市が主催する下水道イベントに企画・運営支援する。 

開催期間：9月 28日～29日 

来場目標：1,500人 

会場：札幌市の中心部にある札幌駅前通地下歩行空間「チ・カ・ホ」 

 

3-2-4-2 GKP関西 

GKP関西の活動内容の検討 

・活動目的、具体的な活動内容の企画立案、実施 

GKP関西夏祭りの開催 

 開催時期：8月 

 開催場所：大阪市下水道科学館 

 実施内容：子供向けの広報イベント 

 

3-2-4-3 GKPチーム九州 

総会・施設見学会の開催と、多くの会員の参加。 

 5月：長崎市での総会及び講演会、施設見学会を実施 

広報イベントでは昨年以上の集客。 

 7月：下水道展 2024東京 広報活動を検討 

 8月：福岡市下水道フェア 福岡市道路下水道局と連携し広報活動を実施 

下水道事業研修会で昨年以上の参加。 

 7月：下水道事業研修会 若手会員を対象とした研修会 
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第四号議案 令和６年度収支予算 

 

 活動費についてはさらなる精査を行い、予算削減に取り組みましたが、組織管理の自立を

図るため事務費が増加したため、単年度赤字を避けられない状況となりました。 

 

 なお、個人会員が終身の資格を得るための「１万円の前納制度」は停止致します。 

 

 収支予算は次頁の通りです。 
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１．一般会計 令和6年6月26日

（収入の部）

項　　　目 令和6年度予算額 前年度予算額 差異 摘　　　要

１．前期繰越金 2,891,775 3,822,558 △ 930,783

２．未収会費 190,000 66,000 124,000

個人会員（令和5年度分） 70,000 36,000 34,000 未納個人会員70名

団体会員 120,000 30,000 90,000 4団体（4口）未納

３．年会費 4,691,000 5,200,000 △ 509,000

個人会員（終身会員を除く） 191,000 250,000 △ 59,000 1,000円 / 年・人

個人会員（終身会費）　（C） 0 300,000 △ 300,000 R6年度は新規募集停止

団体会員 4,500,000 4,650,000 △ 150,000 30,000円 / 年・企業・団体

４．普通預金利息 0 0 0

５．特別会計からの繰入金 320,000 0 320,000 しゅくみねっと導入費用（初年度のみ）に充当

計（A） 8,092,775 9,088,558 △ 995,783

（支出の部）

項　　　目 令和6年度予算額 前年度予算額 差異 摘　　　要

１．総会費 50,000 200,000 △ 150,000 講師謝金、資料印刷

２．役員会（理事会）費 50,000 200,000 △ 150,000 会議費、資料印刷、年３回

３．企画運営委員会費 50,000 200,000 △ 150,000 委員旅費、資料印刷、年６回

４．事業活動費 2,078,000 3,104,000 △ 1,026,000

1)ＧＫＰ広報大賞 110,000 160,000 △ 50,000 会議費、受賞者・審査員等活動経費

2)地方活動支援 150,000 150,000 0
内訳：GKP北海道60,000、チーム九州90,000、関
西0

3)未来会 270,000 380,000 △ 110,000 下水道展企画、イベント、パンフ等制作等

4)水の天使 0 0 0 -

5)マンホールサミット 300,000 315,000 △ 15,000 実行委員会運営費

6)キッチンバス工業会連携 0 110,000 △ 110,000 -

7)マンホールカード 0 110,000 △ 110,000 -

8)コミュニケーション研究会 60,000 70,000 △ 10,000 講師謝金、旅費、意見交換会費等

9)東京湾大感謝祭 150,000 150,000 0 出展料、水の天使出演料、装飾等

10)BISTRO下水道 138,000 382,000 △ 244,000 下水道展企画、商品開発、取材交通費等

11)下水道プロモーション活動費 270,000 270,000 0 FM番組提供、水の週間資料搬出入

12)市民科学 0 0 0 -

13）インフラテクコン 0 67,000 △ 67,000 -

14）早慶レガッタ 130,000 130,000 0 広告費

15) エコプロ 500,000 700,000 △ 200,000 小間代、会場装飾費等

16) 下水道展 0 110,000 △ 110,000 -

５．事務委託費 2,283,000 2,283,000 0 業務委託費

６．事業事務費 3,581,775 2,801,558 780,217 名刺作成、ホームページ維持、会員管理システム維持など

事務費 400,000 400,000 0 名刺作成、会員証発行費

さくらインターネット維持費 310,000 310,000 0 GKP独自サーバー維持管理費

Wordpress維持管理費 146,000 146,000 0 WordPress維持管理費

PHP及び各種バージョンアップ作業 182,000 176,000 6,000 PHP、WordPressバージョンアップ関連

ホームページ更新費 400,000 200,000 200,000

会員管理システム（1）導入費 320,000 0 320,000 しゅくみねっと導入費用（初年度のみ）

会員管理システム（2）維持管理費 449,000 0 449,000 しゅくみねっと維持管理費

GKP広報大賞 50,000 0 50,000

予備費 1,324,775 1,569,558 △ 244,783

計 8,092,775 8,788,558 △ 695,783

７．終身会費への積立金 0 300,000 △ 300,000 R6年度は新規募集停止

計（B） 8,092,775 9,088,558

収　支　差　額（Ａ）－（Ｂ） 0 0

令和6年度下水道広報プラットホーム（GKP）収支予算(案）
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２．特別会計（終身会費積立金）

（収入の部）

項　　　目 令和6年度予算額 令和6年度予算額 差異 摘　　　要

前年度からの積立金 3,139,281 3,570,000 △ 430,719

当年度終身会費収入 0 300,000 △ 300,000 R6年度は新規募集停止

一般会計からの繰入金 0 400,000 △ 400,000

利息 0 0 0

計（a） 3,139,281 4,270,000 △ 1,130,719

（支出の部）

項　　　目 令和6年度予算額 令和6年度予算額 差異 摘　　　要

一般会計への繰入金 320,000 1,430,000 △ 1110000 しゅくみねっと導入費用（初年度のみ）に充当

振込手数料 0 0 0

計（b） 320,000 1,430,000 △ 1110000

収支差額（a）-（b） 2,819,281 終身会費残高（見込）

※令和3年度より、終身会費は、支出に終身会費への積立額を計上し、あわせて別表にて収支を記載することとする。

※令和6年度予算について、予算成立までの期間は前期繰越金の範囲で必要最小限執行できるものとする。
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第五号議案 下水道広報プラットホーム（GKP）役員の選任について（案） 

 

（令和 6年 7月 1日現在） 

 

 

 

  

会 長 長 岡  裕 東京都市大学 教授 再任 

副会長 長谷川健司 管清工業㈱ 代表取締役 継続 

〃 中 村  靖 メタウォーター㈱ 会長 再任 

〃 神 山  守 東京都下水道サービス㈱ 代表取締役社長 継続 

理 事 塩路  勝久 (公財)日本下水道新技術機構 理事長 継続 

〃 頼  あゆみ 元 国土交通省 国土交通大学校 校長 再任 

〃 小林  由夏 シニア広報コンサルタント 継続 

監 事 秋山  礼子 NPO法人 21世紀水倶楽部 理事 再任 

  （以上、役員 8名） 

    

アドバイザー 岡久  宏史 (公社)日本下水道協会 理事長  

〃 栗原  秀人 メタウォーター㈱ 技監  

    

●下水道広報プラットホーム規約（抜粋） 

（役員等の選任及び任期） 

第 11条  会長、副会長、理事および監事は、会員の中から総会で選任する。 

２ 役員等の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

３ アドバイザーは、会長が指名する。 

４ アドバイザー及び企画運営委員の任期は、会長が定める。 
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報告 ①ＧＫＰの持続的な活動に向けたご支援(団体会費の増口)のお願い 

 

ＧＫＰは近年、地方への展開力を強め、学生向けの発信を通じて下水道業界への就職を決

めた若者が現れるなど、地道ではありますが目に見える形での成果が現れ始めました。 

その一方で、財政的には厳しい状況に直面しております。活動の拡大に伴って人件費が増

大していることに加え、情報発信基盤であるサーバーの高性能化を図ったことなどが大きな

要因です。サーバーは、マンホールカードの人気の高まりとともにアクセスが集中する傾向

にあり、加えてサイバー攻撃のターゲットにもされたことから、ハイスペックで信頼性の高

い環境に乗り換えたものです。 

こうした状況下、ＧＫＰは前年度に続いてプロジェクトの見直しと予算の効率化に取り組

みましたが、それでも令和６年度の収支予算は約 200 万円の単年度赤字に陥り、不足分を埋

めるために前期繰越金を充当せざるを得ない状況となっております。 

ＧＫＰが設立時から掲げている使命は、下水道のプレゼンスを高め、下水道の活躍の場を

増やし、下水道界全体がよりイキイキと元気になる未来の実現にあります。 

私どもは活動 10年で育てた芽を開花させ、豊かな実りへとつなげるため、活動評価の仕組

みを構築するなどして引き続き予算の効率化に努め、また、プロジェクトの推進に必要な予

算の確保にも努めいく所存です。 

つきましては、団体会員の皆様に今後も変わらぬお付き合いをいただきますとともに、大

変恐縮ですが、会費の増口についてもご検討を賜りたく、宜しくお願い申し上げます。 

 

1、GKPが取り組む３つの改革 

1-1 組織管理のシステム化 

これまで日本下水道協会の全面的な支援・協力のもとで機能していた組織管理について、

業務を効率化するシステムを導入し、当該予算を固定費として整えました。これにより、

事務局業務を軽減化し、継続的な組織管理が行えるようになります。 

 

1-2 活動評価の仕組み構築 

広報活動（プロジェクト）がＧＫＰの趣旨に即しているか、予算に見合った効果を上げ

ているかなど、会員の皆さまの目を通して評価いただく仕組みの構築に取り組みます。 

 

1-1 財政健全化への取り組み 

1-1の取り組み（※1）に加え、人件費の増額（※2）およびサーバーの増強（※3）を図

ったことなどにより、固定費が増加し、プロジェクトに配分する事業活動費については

令和 5年度から 6年度にかけて大幅な削減を図ったところですが、さらなる効率化が課

題となっております。 

そこで、1-2に記した活動評価の仕組みの導入により、プロジェクトの評価を進め、予

算執行の一層の効率化を図ることとしております。 

 

※1 会員管理、決済、イベント管理をクラウド上で行える定額制サービス（しゅくみ

ねっと）を導入します。初期費用 32万円のほか、毎年の維持費 45万円を要します。 

※2 事務委託費を令和 5年度に 172万円から 228万円へと増額しました。 

※3 令和 4年度に約 100万円を投じて新サーバーを導入、毎年 60万円程度の維持費を

要します。 
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2、GKPの目指すところ 

 

GKPは、生活者に下水道の真の価値を伝えて共感を生み、下水道のプレゼンスを高めること

によって下水道がますます活躍の場を増やし、関わるすべての人々に元気と活力をもたらす

姿をめざしています。 

（2012年 GKP設立総会資料） 
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ＧＫＰは、会員の「提案・参加」を基本に運営されています。 

 

 

 

3、参加いただいた企業の方々からの声 

 

ＧＫＰは、活動主旨に賛同いただいた会員自らが産学官民や業界の垣根を超えて交流し、活

動する場です。 

現在、様々なプロジェクトが活動を展開する中で、ご参加いただいた企業の方々からは下記

のような声が届いています。 

 

 ブースのお手伝いをさせていただいた際、来場された方々との交流を通して、生活者の

様々な意見や考え方を知ることができました。 

 エンドユーザーの皆さまと触れあう機会が増えました。その中で、感謝の言葉をいただ

くことがあり、以前よりもさらに仕事に対する誇りとやりがいが持てるようになりまし

た。 

 学生に下水道の関心を持ってもらえただけでも嬉しかったのですが、その学生が我が社

に入社してくれることになり、二重の喜びを味わいました！  

 今まで接点がなかった企業や団体の方々とつながることができました 

 国や自治体の方と対等な目線で議論できたのは新鮮な経験でした。人脈も拡がり、今後

の仕事に活かせそうです。 

 下水道のことだけでなく、会社の PRもできたことで組織内の評価が高まりました。 
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報告 ②マンホールカードプロジェクトの自立に向けて動いています 

 

マンホールカードチームでは、マンホールカードの継続的な発行を図ることを目的に、新

組織の立ち上げに向けて動いています。 

 

１、マンホールカードの現状と課題 

GKP活動の初期から取り組んできたマンホールカードは、本年４月発行の第 22弾で合計

1,030種類を超え、発行枚数も累計 1,200万枚を超えました。 

しかし、過去からの経緯もある中で、現在はボランティアによる制作体制で進められて

いるため、リスクが高く解決しなければならない課題も以下に示すように非常に多くなっ

ています。 

 

■課題 

（１）商標など権利保全が全くできていない 

（２）データベースのセキュリティ維持にコストがかかっている 

（３）スタッフ全員がボランティアで、体制の持続性に乏しい 

（４）普及・振興等の企画・実行まで手が回らない 

 

２、対応方針 

（１）新たな組織による運営支援 

本来、ＧＫＰはボランティアによる活動が基本ですが、これらの課題を解決するために

は、法人格のある組織が必要です。このため、法人格を有する新組織を立ち上げることと

しました。また、新組織は、マンホールカードの公共的要素が高いことに鑑み、公平性・透

明性があり、自治体の信頼を得られることが重要であるため、「一般財団法人」とします。 

 

（２）新たな組織の事業 

新組織においては、下記の事業を実施します。 

・マンホールカードの運営に必要な商標等の権利保全 

・適切なサーバーのリースなどセキュリティの向上と維持（リース代の支出など） 

・運営体制の強化（カードの制作、外部からの問い合わせ対応など） 

・商標の活用等による収入方策の検討 

・マンホールカードの普及・振興のための各種企画の立案と実施 

 

３、新組織（一般財団法人）の設立によって変わること変わらないこと 

 

■著作権等の権利・・・・・変更なし 

 マンホールカードの著作権は変わることなく GKP と発行主体である自治体が共同で保有

します。権利関係については、GKPと新組織の間で覚書等を締結し、権利関係を明確化、明

文化します。 

■商標・意匠・・・・・新組織が取得し、管理します 

 商標登録・意匠登録は、法人格を持たない GKP では取得できないため、新組織において

登録費用を支出し登録を行います。その管理も新組織が行います。 

■マンホールカードの制作申し込み・・・・・変更なし 

 マンホールカードの登録と制作に係る方法や手順は、従来と変わりません。マンホール

カード登録申請書・制作書を制作会社であるユニオンクリエイティブに提出していただく
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ことでカード発行までの手順がスタートします。 

■マンホールカードの監修・・・・・新組織の管理のもと制作チームによる監修を実施 

 これまで GKP・MC 制作チームのメンバーのみで行っていた監修作業を、新組織の指導・

監督のもとで同メンバーが実施します。監修の結果をユニオンクリエイティブに提供し、

発行自治体と協議のうえカードの記載内容を決定します。監修完了まで新組織が責任をも

って進めます。 

■マンホールカードの製作・・・・・変更なし 

 マンホールカードの印刷・製作・納品までの一連の業務は、従来通りユニオンクリエイ

ティブが実施します。 

■見積・契約・納品・請求書の発行及び制作費用のお支払い・・・・・変更なし 

 マンホールカードの制作に係る各種手続き、書類等のやり取り、制作費用のお支払いな

どの金銭の授受は、従来通りユニオンクリエイティブが行います。 

■マンホールカードの管理・・・・・新組織が行います 

 発行されたマンホールカードの保管分の保管と管理、マンホールカードの画像や各種デ

ータの保管と管理は、新組織が行います。 

 

以上 
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